
 

令和元年度 大阪府立羽曳野支援学校 第３回 学校運営協議会 概要 

 

 

日 時 令和２年２月 21日（金）15：00〜16：30 

場 所 大阪府立羽曳野支援学校 校長室 

参加者 亀田委員 平井委員 平賀委員 中條委員 

    木村校長 中川事務長 福積教頭 名手教頭 上間首席 多田首席 松浦教諭 

 畦地教諭 

１ 校長挨拶 

・本日は、学校教育自己診断結果・次年度の学校経営計画をおしめしして、お気づきの点や

ご意見をいただきたい。  

（ ●は協議会委員 ○は事務局員 ） 

 

２ 令和元年度 学校教育自己診断アンケート結果について  ６月~１１月 

（○） 総評および説明 

・全体的には肯定的な多かったが、児生８の「地震や災害の評価」が低かった。 

・保護者については１４項目において回答率が２年連続で９８％を超えた。 

・医７の「病気の子どもに学校教育は必要と思う」が７７％と高い結果となった。 

（●） 

・児生９の「先生はあなたの前の学校の先生と連絡を取り合っている」については、児童 

生徒本人にはわからないと思うのだが、数値が高いのはコツがあるのか？ 

・医７の「病気の子どもに学校教育は必要と思う」子どもたちにはまもらなければならな 

い最低限のルールがあって、ややネガティブな意見があっても、回収率は？。 

（●） 

・保護者と児童生徒との意見がかなりちがう。 

・広報的な手法があればおしえてほしい。 

（●） 

・保９の「学区は地域校と連絡や転校時の引継ぎを行っている」保１１「教員は個別の教 

育支援計画を本人・保護者のニーズを踏まえて作成している」保１３「学校は病弱の支 

援学校としての専門性がある」については、丁寧にしていただき利用率があがることは 

大切なことだと思う。 

Q・なぜ調査に６ケ月も必要なのか？ 

 A 時間をかけて丁寧に説明し実施しているからです。 

（●） 

三名の委員の方が適切な質問をしていたので、私は医療の立場でお聞きします。 



・児生４の「これからの夢や職業・進路について先生と話し合ったことがある」について 

は、数値が低いが、医療関係者と連絡を密にして、こういう（入院している）子に社会 

との接点を見つけていってほしい。 

 

３ 平成３１年度学校評価について 

（校長） 

・本校の取組内容と自己評価について 

・自己評価△についての説明 

 （１）図書ネットシステムについて    → 本校は終わったが分教室が不十分 

（２）地域との退院後アンケートについて → 回収率３５％（次年度に改善したい） 

 

４ 魔法のプロジェクトについて 報告 

（○） 

・ネットで相手と話をしたり、本校・分教室等で合同教科学習をおこなった。 

（●） 

・在籍期間が短いので帰属意識が薄くなるので、他の病院にもつながり生徒教育が一番良 

かったと思うことはなんですか？ 

A 訪問生徒の孤立感が薄くなったと思われます。 

（●） 

・一人二人の人間が学習するのは難しいので ICT でのつながりができたのでは 

また、地域校・他の入院している児童生徒がつながるので意識が上がるのでは。 

（●） 

・ICT を取り入れて何年目ですか？ 

A ２年目です。（回線の細さがあるので）と思っていただければ。これからは充実させ 

て羽曳野支援全体で学んでいけるという気持ちを感じさせていきたい。 

（●） 

・どんな学校に勤めても役に立つシステムではないですか。 

実施して良かったと思うことはなんですか？ 

（●） 

・子どもたちの意欲の向上が見えて良かった。自分は一人ではなく、みんなと生きている 

という意識が大切 

（課題）地域校と共通の理念で動いているのか？ やりがいのあるプロジェクトではあ

る。 

 

５ 令和２年度 学校経営計画（案）について 

（校長）説明 



・変更点の中期目標の説明 

・今年度の重点  ロボットプログラミング選手権への出場 

         プロジェクターを導入して、ダストレスの教室を情報の発信基地に 

（●） 

・ロボットプログラミングは非常に興味があります。 

・本校に教員を２回派遣していただき、貴重な学びになった。学生にとってはとても良かっ

た。 

・外部にもっと実践を発信していくことをとり入れてはどうか？ 

（●） 

・実践発表は良かったので、非常に大きな取り組みとなり広がるのでは 

（●） 

・３５％のアフターケアーの充実こそが養護施設では重要なことになる。 

・良い形で原籍校に帰り、小さなことでも連絡が取れるアプローチが大切では（措置生） 

・アンケートがいいのか、アフターケアーの方法を考えなければ、本当は家庭・学校に戻 

 って、本校の生活と比較して生活していかなければならないのは、離れていて良さがわ 

かるのでは 

（●） 

・私も同意するが、非常に高い理想で手伝いでは無くて、私たちが支援をしていければな 

らないのではないか。 

 

６ その他 

・今年度も３回あり、貴重な意見をいただき、できれば引き続きお願いできればと思って 

 おります。よろしくお願いします。 

（○） 

・次年度１回目は、７月ごろで考えています 

 

７ 閉会あいさつ 

 （校長） 

本日はご審議等ありがとうございました、来年度も頑張っていきますので、よろしくお 

願いいたします。 本日はご多用の中本当にありがとうございました。 


